
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名：We Can!１ Unit 5 「She can run fast. He can jump high.」 

令和元年度 授業エキスパートを目指す授業研究会 令和元年１１月２８日（木） 

○ 非常に素晴らしい授業でした。教師だけでな
く、児童が目的意識や必要感をしっかりもって
いて、活動量もしっかり確保されていたと思い
ます。活動の中でのメリハリもあって、１時間
の中で、児童が変容しているのが分かりました。
勉強になりました。 

○ ワークシートの工夫や、教師の英語と日本語
の使い分けのバランスなどの外国語活動として
のポイントだけでなく、課題の示し方や各作業
へのつなげ方など、様々な場面で大変勉強にな
りました。クラスの子供も意欲的で素晴らしか
ったです。本日はありがとうございました。 

○ 子供たちが積極的に英語を話したくなるよう
な目的や場面設定、相手意識のある授業を見せ
ていただき、勉強になりました。随所に凝らさ
れたたくさんの工夫点もとてもよい学びになり
ました。 

○ 授業規律、子供たちの意欲的な姿勢がとても
よかったです。高学年にも関わらず、声がびっ
くりするくらい出ていました。今、求められて
いる主体的、対話的で深い学びの実現を目指し
た授業展開がとても参考になりました。 

○ 授業者の先生の普段の授業における積み重ね
を感じることができた。学級経営にも生きる、
よい授業だったと思う。 

  

「目的や場面・状況、相手」や、多

様な「やりとり」を意識した授業 

本時のねらいや活動内容を 

教師と児童がしっかり共有 

児童が自力で、「やりとり」を

行うための活動準備、自主練習 

児童の活動の見取から、Good Modelとな

る児童を見つけ、全体に紹介。「どんなとこ

ろがよかった？」と児童に投げかけ、よさに

気付かせることで、よい取組を広める。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 実際にスモール・トークを見ることができて、

参考になった。深い学びにつながる場面設定等

（見方・考え方）を持ち帰って生かしたい。 

○ あまり小学校の外国語活動を見る機会がない

ので、実際に授業を見て、大変参考になりまし

た。細かなところまで、丁寧に考えている素晴

らしい授業をありがとうございました。 

○ 学級の雰囲気、授業者の先生の発問や切り返

し、外国語の授業モデルとして、大変参考にな

りました。 

○ 活気にあふれ、児童の声の出させ方がとても

よかった。今後、ペアの活動は大いに取り入れ

ていきたい。 

○ 授業の流れや子供たちとのやりとりがとても

勉強になりました。自分が授業を行う際に、取

り入れてみたいと思うことがたくさんありま

した。 

○ 授業のやり方や工夫などが見られて、大変勉

強になりました。素晴らしい授業でした。あり

がとうございます。 

○ 素晴らしい点が数多くあり、自分が悩んでい

た解決策をたくさん見つけることができまし

た。 

○ 高学年で思春期を迎える子供たちが、一生懸

命やっていてとても感心しました。相手意識と

必要感をもって、子供も先生もぶれずに最後ま

で行われる授業は見事だなあと思いました。 

○ 全体指導では、外国語活動の目標や、Small 

Talk、今求められている力等、分かりやすいお

話がありました。協議では、外国語活動につい

て、たくさん勉強されている方とより詳しい話

し合いができて、自分の視野を広げることがで

きました。 

○ 他のグループで話し合われた意見も聞けて、

大変勉強になりました。 

○ 他市町の方や、授業づくりに関わった先生な

ど、色々な立場の方と協議を行うことができ、

大変有意義でした。 

○ どのように対話的な授業を進めていくのか、改めて考えることができました。授業のねらい
や振り返りの重要性も、確認することができました。 

○ たくさんの方の意見を聞くことができ、大変参考になりました。特に、課題に対する解決策
や手立てをたくさん聞くことができたのでよかったです。 

○ 「書くこと」については、児童が抵抗感を感じないように工夫しないといけないと思いまし
た。 

自分の考えや気持ちを伝える 

ALTとの１対１のやりとり場

面を設定。 

他の地域の教員との研究協議 

班ごとの協議内容を共有 


